
議案第４７号 

 

物品の購入について 

下記のとおり、物品を購入することについて、山陽小野田市議会の議決に付

すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例（平成１７年山陽小野田市条

例第６４号）第３条の規定により、議会の議決を求める。  

 

令和４年６月１６日提出 

 

山陽小野田市長 藤 田 剛 二   

 

記 

 

１ 購入物品名 市役所本庁舎備品（キャビネット、会議テーブル等）  

２ 購 入 価 格 ３４，９８０，０００円  

３ 購 入 先 広島県広島市中区鉄砲町１０番１２号  

        株式会社オカムラ 広島支店 

        支店長 頓宮 裕司 

４ 購 入 理 由 職員の執務環境改善及び来庁者の利便性向上を目的として、

市役所本庁舎の備品を整備するため 



P13

マイナンバーの普及によりコンビニ交付が増えることで、現在より証明発⾏エリアがコンパクトに済む可能性がある。また、
⼭陽⼩野⽥市の⾼齢化率はすでに3割を超えており、全国平均よりも⾼い。今後、⾼齢化率は2045年には2人に1
人が⾼齢者になると⾒込まれる。これらのことから、福祉の相談件数が今後増加することが考えられる。そこで、ハイカウ
ンターをローカウンターやブースカウンターへと組み替えることが可能な柔軟なカウンターを採用することで、将来予測され
る福祉の相談ブースの増設にもスムーズにも対応可能な柔軟な環境を構築できる。

従来型待合スペース
・カウンター = 接遇エリア
・来庁者が接遇空間へ移動
●カウンター・・・接遇スペース
●待合スペース・・・ロビーチェア配置
※あくまでも待つための空間

仕切りパネルを
継ぎ足すことで、
福祉の相談対応
ブースに変更

近未来型待合スペース
・来庁者の利用エリア = 接遇エリア
・職員が接遇空間へ移動
●カウンター ＝ セキュリティライン・・・より相談に特化したブース化
●待合 兼 接遇空間・・・ロビーチェアだけでなくテーブル席
記載や接遇環境としての利用も

ブース型ローカウンターローカウンター証明発⾏ハイカウンター

ハイ⇔ロー組み換えや
電動昇降機能により、
窓口変化に柔軟に対応。
※証明発⾏→相談カウンター

待合いスペースの将来︓参考提案議案４７号 資料

制度やICTツールの変化による空間の使われ方を予測して計画することをお勧め
■マイナンバーの普及と高齢化による窓口(物)の変化

現在、カウンターでの接遇・相談が当たり前のように⾏われている。しかし、保険の対応のように、タブレットでの対応が
可能な時代もそう遠い未来ではないのかもしれない。その時には、来庁者が各窓口に⾏く運用から、職員が各来庁者
の待っている場所に⾏くという運用に代わることも考えられる。

■ICT(ツール)の発展・普及による接遇環境の変化

テーブルのある待合ロビーチェアしかない待合


